
「がんゲノム医療に関する診療」予約時チェックリスト 

 

＜検査適応患者チェックリスト＞ 

     下記の項目すべてにあてはまる患者が検査適応です。 

□標準治療終了後（もしくは終了見込み）の固形がんまたは原発不明がん、希少がん 

 

□外来患者（入院中患者は検査実施不可） 

 

□PS0－1、かつ 2～3ヶ月後も外来通院での診察が可能と見込まれる 

 

□パネル検査により推奨される治験などへ進める見込みがある 

 

□検査に適した検体がある（採取後 3年以内の検体が望ましい） 

 

□患者・家族が検査実施費用について理解されている 

 検査費用は 56,000 点であること（その他診療料、診断料なども別途必要）  

解析不可であった場合や遺伝子異常が指摘されなかった場合も検査費用の負担は生じる 

 

 

＜受診時必要書類等チェックリスト＞ 

 下記を受診当日、持参して下さい。 

 貴院書式で準備 

□①診療情報提供書（病歴・治療歴・検査データ含め） 

 

□②病理診断報告書 

 

 当院書式で準備 

□③検査実施患者情報用紙 

 

□④家族歴に関する問診票（患者が記載） 

 

 検体 

□⑤ホルマリン固定パラフィン包埋（FFPE）ブロック 

 

□⑥診断時に用いた HE 標本 

 

 


